
なぜ
リサイクルをするのか



何故リサイクルを行うのか
• A)  リサイクル物は安く入手出来るから

• B)  資源がなくならないように

• C)  廃棄物を減らすために

• D) 環境破壊を減らすために

• E)  もったいないから

• F)  みんながやっているから
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なぜ、「なぜリサイクル」を問うの
か

• リサイクル素材ベースのものづくりは本当にどの程
度までできるのか

• リサイクル産業の拡大だけで、経済が豊かな広がり
をもつことができるようになれるか

• リサイクルは、浪費の文明を正当化するための“最後
の言い訳”になっていないか？



紙、鉄、PETのリサイクル含有率の推移
--紙も鉄もサチっている
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リサイクル市場は国の経済を動かすほどおおきくはならない



おまけ:小型家電の回収率推移

みんなのメダル
プロジェクト



エネルギーに見合うリサイクルは?











肥溜汲み
焼き継屋

樽屋

提灯屋

灰買い
鏡研ぎ

古骨買い

わらじ塚

古着屋

Old Japanese people had practiced CE in their economy as mottainai.
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リサイクルの歴史
年代 出来事・契機 内容の概要

紀元前500年頃 ギリシア・ローマ時代の金属・石
の回収利用 青銅器・鉄器を再利用（戦後の武器再鋳造など）

江戸時代 資源循環社会の完成形 屑屋・紙問屋・肥料再利用など、都市型リサイク
ルが確立

19世紀後半 産業革命による大量生産開始 廃棄物問題が顕在化、都市清掃制度の整備へ

1945年 第二次世界大戦後の物資不足 東京タワーに米軍戦車鋼材使用など、強制的再資
源化

1973年 第一次オイルショック エネルギー危機が再利用の技術・制度を推進

1991年 ドイツ包装廃棄物条例発効 回収義務と資源循環の制度化（世界的波及）

2001年 日本で家電リサイクル法施行 不法投棄防止、日常生活とリサイクルの強固な結
びつき



http://highmoonkobo.net/



リニアな循環(効率的に大量に売る論理の渦中)
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物質フローは改善するかもしれないが、
ロジスティク増大などでCO2も増
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社会の経済行為 ←------------------------経済外の個人行為－-------------------→

リニアな経済

サーキュラーな経済
包みこみ
寄添い経済

経済の主体者

マスプロのた
めの汎用化

新たな使用者ベー
スの産業活性のた
めのカスタマイズ

経済

多様な個のカスタマイズに応える新ビジネス領域

購買価値
なげやり経済

こちらに本来の使用価値

使用者レベルまで経済の領域を広げる



役立てるものが、遊んでいるのが気に食わない



リサイクル資源は流れではなく、社会に眠る器
量である
――いま求められるのは、大量生産の廃棄物の処理ではなく、
社会に蓄積された〈モノの力〉を見出し、活かす知性と仕組み。

リサイクルは、単に廃棄されたモノを処理して再利
用する営みではない。
人々の暮らしの中に蓄積された「潜在的資源」をい
かにして可視化し、必要とする人や場に、適時適量
で再配置するか――その戦略と技術の体系である。
それは経済の「フロー」を追いかけるのではなく、
「ストック」としての社会の器量を問う営みであり、
真に持続可能な循環型社会の基盤をなす。



リサイクル業は「静脈」産業ではない、肝腎産業だ!
「静脈」と呼ぶ人達は、大量生産・大量廃棄の呪縛の中にいる



製造業のB2CからB2B2Cへ
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Bが一番儲かる可能性 (ここにこそベンチャー)
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肝腎産業ならサプライチェーン管理scrapを

汚れ、混じり合ったモノに、
高いエネルギーをかける価値

がどれほどあるか
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大量の廃棄物

製品要求の物質化
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要求と設計の適切なインターフェイス

カスタマイズ

少量の廃棄物

物質の循環
システム

小規模な循環

少量の資源

大量生産・大量消費・大量廃棄のマテリアルフロー

適材適所のマテリアルフロー

製品要求の物質化

製品要求の物質化

製品要求の物質化

製品要求の物質化

適切な材料を有効に配置し、総物質使
用量を減らせるプロセシング技術を

マテリアル・リース

大量生産、大量消費、大量廃棄(循環)からの脱却

消費者にモノ
を与えない

廃棄物処理
からの解放

「リサイクルの究極の答えは消費者にモノを与えないコト」
HALADA, 3rd International Conference on Ecomaterial, 1997, 9 Tsukuba



まとめ

• 大量生産で無駄に遊んでいるものを、社会のストッ
クとして、必要なところに再配分するのがリサイク
ル(肝腎産業)の役割

• 使い終わったものの処理よりも、使われず遊んでい
るモノや、サプライチェーン管理屑に目を向ける。
(これまでの静脈対応からの脱却)

• 大量生産フローの後始末では尻すぼみになるだけ、
有用な社会ストックの形成と流通管理で経済活性を
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